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五
島
市
玉
之
浦
町
大
宝

な
か

む
ら

し
ん

や

中
村

慎
也
さ
ん（
２８
）

まままままままままままままままままままままままままままままままままま
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
まままままままままままままままままままままままままままままままままま
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強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強強
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎毎
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

中
村
さ
ん
は
繁
殖
牛
二
六
頭
を
飼
育
す

る
畜
産
農
家
。
畜
産
を
始
め
て
約
一
年
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
の
毎
日
で
す
。

父
の
背
中
を
見
て
決
意

中
村
さ
ん
の
祖
父
の
時
代
か
ら
営
ん
で

い
る
畜
産
。
中
村
さ
ん
は
お
父
さ
ん
か
ら

引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

「
正
直
、
こ
ん
な
に
早
く
継
ぐ
こ
と
に

な
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
」
と
話
す
中

村
さ
ん
は
継
ぐ
前
に
は
資
格
を
取
得
し
、

二
十
歳
か
ら
七
年
間
、
五
島
で
介
護
の
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

「
せ
っ
か
く
資
格
も
取
得
し
て
仕
事
も

頑
張
っ
て
い
た
か
ら
、
あ
の
時
、
後
を
継

ぐ
か
は
す
ご
く
迷
っ
た
。
職
場
の
人
が

ゆ
っ
く
り
考
え
る
時
間
を
く
だ
さ
っ
て
本

当
に
助
か
っ
た
」
と
話
し
ま
す
。「
相
当

悩
ん
だ
け
ど
、
後
を
継
ぐ
決
心
が
つ
い
た

の
は
、
父
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
小
さ
い

頃
か
ら
見
て
き
た
か
ら
。
や
っ
ぱ
り
、
そ

の
後
を
引
き
継
ぎ
た
い
と
思
え
た
か
ら
か

な
」
と
話
し
ま
す
。

仕
事
を
覚
え
る
日
々

畜
産
を
始
め
て
戸
惑
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
？
と
尋
ね
る
と
「
出
産
か
な
。
最

初
は
近
所
の
方
に
来
て
も
ら
っ
た
ん
だ
け

ど
、
自
分
は
お
ど
お
ど
し
て
何
に
も
で
き

な
か
っ
た
。
今
年
の
一
月
に
迎
え
た
出
産

は
な
か
な
か
生
ま
れ
な
く
て
牛
舎
に
泊
ま

り
込
み
で
大
変
だ
っ
た
し
。
今
で
は
自
分

で
引
っ
張
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
け
ど
ね
」
と
話
し
ま
す
。

仕
事
を
覚
え
る
の
が
大
変
だ
そ
う
で
す

が
、
え
さ
を
切
ら
さ
な
い
よ
う
に
気
を
配

り
、
獣
医
の
先
生
に
小
ま
め
に
診
て
も

ら
っ
て
牛
の
体
調
管
理
に
も
気
を
つ
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

一
日
一
日
を
し
っ
か
り
と

中
村
さ
ん
に
と
っ
て
畜
産
の
や
り
が

い
っ
て
何
で
す
か
？
と
尋
ね
る
と
「
自
分

の
頑
張
っ
た
結
果
が
出
る
こ
と
。
良
い
値

で
売
れ
た
と
き
は
や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
す
。

さ
ら
に
今
後
の
目
標
は
？
と
尋
ね
る
と

「
ま
だ
ま
だ
目
標
は
決
め
ら
れ
な
い
。
だ

け
ど
一
日
一
日
の
仕
事
を
し
っ
か
り
と
こ

な
し
て
い
き
た
い
。
あ
と
、
一
ヶ
月
く
ら

い
時
間
を
空
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
難

し
い
か
な
〜
と
は
思
う
け
ど
人
工
授
精
士

の
資
格
を
取
り
た
い
」
と
力
強
く
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

奥
さ
ん
に
は
た
だ
感
謝
！

最
後
に
一
言
！
と
お
願
い
す
る
と
、「
奥

さ
ん
に
は
す
ご
く
感
謝
し
て
ま
す
。
仕
事

を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
休
み
の
日

は
手
伝
っ
て
く
れ
て
。
子
ど
も
と
も
牛
舎

で
毎
日
一
緒
に
は
過
ご
す
け
ど
、
な
か
な

か
遊
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い
し
。
そ
れ
で
も

一
緒
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
本
当
に
感
謝
の

一
言
に
尽
き
ま
す
」
と
中
村
さ
ん
の
気
持

ち
が
伝
わ
る
素
敵
な
一
言
を
頂
き
ま
し
た
。
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全共長崎県大会へ
１歩１歩着実に ◆佐世保メイン会場：ハウステンボス

◆島原会場：島原復興アリーナ
◆肉牛の部会場：佐世保市食肉地方卸売市場（干尽町）

●全国和牛能力共進会って？●
全国和牛能力共進会は５年に１度、全国の優秀な和牛を一堂に集めて優劣を競う大会です。
第１０回となる全国和牛能力共進会は、長崎県で２０１２年秋に開催。
雄牛・雌牛の和牛改良の成果を競う「種牛の部」と、肉質を競う「肉牛の部」に各道府県の代表牛

４９１頭が出品予定です。
この大会の審査結果が和牛のブランド化に大きく影響することから、各道府県の威信をかけた非常
に重要な大会と位置づけられています。

●どんな牛が出品されるの？●
共進会では第１区～第９区の出品区で、「種牛の部」と「肉牛の部」に分かれて優劣を競います。

※第７区～第９区の枝肉については、肉
量と肉質の２つの項目に加え、牛肉の
おいしさと関連があると言われている
「脂肪の質」の優秀さについても評価
し、序列を決定します。

全共への出品を目指す畜産農家にインタビュー！

第９区（去勢肥育牛）
この区は２４ヶ月という通常よりも短い
出荷月齢のなかで、より効率的なおいし
い牛肉生産の可能性を追求する区です。
出品牛は２４ヶ月齢未満で枝肉になり、
その成績の優秀さを競います。

回１０第

第８区（若雄後代検定牛群）
この区は次の世代を担う能力の高い若
い種雄牛の発掘をねらった出品区です。
同じ種雄牛の産子である去勢肥育牛が
３頭１組で出品され、それぞれ枝肉にし
たときの優秀さを競います。

第６区（高等登録群）
この区は高等登録の母牛とその娘牛、
孫娘牛による母系３代での出品です。
繁殖雌牛としての優秀さはもちろん、
母牛の美点が娘、孫娘まで伝えられてい
るか、また、３世代を通じた改良の成果
が表れているかが競われる区です。

第７区（総合評価群）
この区は種雄牛の能力を種牛性と産肉
能力の両面から総合的に評価しようとす
る出品区です。
この区では同じ種雄牛の産子を２つの
角度から評価します。１つは繁殖牛とし
ての優秀さを評価する種牛群、もう１つ
は枝肉にしたときの成績を評価する肉牛
群です。
種牛群は１７～２４ヶ月齢の若い雌牛４頭
１組の出品で、肉牛群は去勢肥育牛３頭
１組での出品になります。

第２・３区（若雌）
第２区は１４～１７ヶ月齢、第３区は１７～

２０ヶ月齢のいずれも次世代を担う若い雌
牛による出品区です。
これらの区は最も出品頭数の多い区で
あり地域の厳しい選抜を勝ち抜いてきた
代表牛が種畜としての優秀さを競います。

第１区（若雄）
この区は１５～２３ヶ月齢の若い雄牛（種
雄牛候補）による出品区です。
出品牛は優れた産肉能力と繁殖能力を
持つ両親から生産されたエリートであり、
地域の将来を担う種雄牛候補として地域
の大きな期待を集めています。

第４区（系統雌牛群）
この区は地域の改良の基礎を造った雄
牛系統・雌牛系統の掘り起こしと系統の
再構築をねらった出品区です。４頭１
セットの出品になります。

第５区（繁殖雌牛群）
この区は３回以上の産歴を持つ成熟し
た雌牛による出品牛で、４頭１セットの
出品になります。
出品される雌牛は現在、各地域の和牛
生産を支える雌牛集団の代表であり、各
地域の和牛改良の成果が競われます。
審査にあたっては、繁殖雌牛としての
優秀さはもちろん、組としての揃い具合
も評価されます。

五島市籠淵町
ひらやま いちろう

平山 一郎 さん
かず こ

数子 さん

全共に出品するのは３回目。
今回は長崎での開催に加え、長
崎県審査の７月７日は私（数子
さん）の誕生日なので、いつも
に増して意気込んでいます！

五島市猪之町
はた だ ゆきひこ

畑田 幸彦 さん

怪我や事故がないよう
気をつけています。今回
は長崎で開催されるので、
１つでも良い成績となる
ようこれからも頑張りま
す！第６区への出品を目指します

第６区への出品を目指します
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九
月
十
三
日
、
五
島
家
畜
市
場
（
五
島
市

吉
久
木
町
）
で
二
〇
一
一
年
九
月
せ
り
市
を

開
催
。
一
九
九
戸
の
畜
産
農
家
が
子
牛
四
七

七
頭
、
成
牛
四
三
頭
、
計
五
二
〇
頭
の
黒
毛

和
種
を
上
場
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
中
尾
弘
一
組
合
長
は
「
原

発
問
題
や
食
中
毒
な
ど
に
よ
る
枝
肉
相
場
の

低
迷
に
よ
り
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
る
。
来
年

に
は
全
共
長
崎
県
大
会
も
あ
る
の
で
今
後
も

優
秀
な
五
島
産
素
牛
作
り
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

子
牛
四
七
七
頭
の
平
均
取
引
価
格
は
四
一

四
、
六
九
一
円
（
前
回
比
〇
・
二
�
安
）、

成
牛
四
三
頭
の
平
均
価
格
は
一
六
六
、
五
一

〇
円
（
前
回
比
一
二
・
四
�
安
）
と
な
り
ま

し
た
。（
日
本
農
業
新
聞
九
月
十
六
日
掲
載
）

当
Ｊ
Ａ
で
は
平
成
十
八
年
度
事
業
に
よ
り
増
頭
・
省

力
化
・
経
営
の
安
定
化
を
目
指
し
、
飼
養
頭
数
四
〇
〇

頭
規
模
の
子
牛
共
同
育
成
施
設
を
建
設
。

平
成
二
十
三
年
九
月
末
現
在
、
一
、
七
九
五
頭
を
受

け
入
れ
、
一
、
六
〇
一
頭
を
出
荷
し
、
市
場
価
格
も
一

般
牛
よ
り
高
い
価
格
で
取
引
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
共
長
崎
県
大
会
に
向
け
て
は
飼
養
管
理
費
の
助
成

を
行
い
な
が
ら
、
肉
牛
及
び
種
牛
の
部

の
候
補
子
牛
を
順
次
受
け
入
れ
、
飼
養

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

肉
牛
の
部
に
つ
い
て
は
一
〇
頭
が
県

内
七
戸
の
肥
育
農
家
に
購
入
さ
れ
、
県

代
表
牛
を
目
指
し
て
肥
育
さ
れ
て
い
ま

す
。種

牛
の
部
に
つ
い
て
も
現
在
一
七
頭

を
受
け
入
れ
、
飼
育
し
て
い
ま
す
が
今

後
と
も
若
雌
の
部
を
中
心
に
、
候
補
子

牛
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
出
品
希
望
農

家
に
対
し
て
の
購
入
を
進
め
て
い
き
ま

す
。Ｊ

Ａ
畜
産
担
当
者
は
「
二
十
三
年
度

に
入
り
、
受
入
頭
数
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
生
産
者
か
ら
安
心
し

て
預
け
て
も
ら
え
る
よ
う
飼
養
管
理
の

向
上
に
努
め
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

ここがメリット！
・空いたスペースと時間で増頭と経営
の安定化が図れます

・子牛を預けることで労働力の軽減に
つながります

・子牛の発育斉一化による子牛の市場
評価向上が期待できます

長
崎
生
ま
れ
「
長
崎
和
牛
」

系
統
枝
肉
共
励
会
を
九
月
二
十

四
日
、
佐
世
保
食
肉
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
で
開
催
。

今
回
の
枝
肉
共
励
会
は
出
品

条
件
が
長
崎
県
内
生
産
牛
と
い

う
初
め
て
の
試
み
で
、
県
内
各

Ｊ
Ａ
よ
り
六
〇
頭
が
出
品
。
う

ち
一
二
頭
が
五
島
産
素
牛
で
す
。

五
島
産
素
牛
は
全
一
二
頭
が

四
等
級
以
上
の
上
物
で
、
Ｊ
Ａ

島
原
雲
仙
の
小
川
博
信
さ
ん
が

出
品
し
た
牛
（
素
牛
生
産
者：

Ｊ
Ａ
ご
と
う

富
江
支
店
の

村
岡
哲
崇
さ

ん
）
が
銀
賞

に
輝
き
、
購

買
者
に
も
高

い
評
価
を
受

け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も

購
買
者
の
求

め
る
「
五
島

産
素
牛
」
の

生
産
に
、
Ｊ

Ａ
ご
と
う
を

中
心
に
生
産

者
及
び
関
係

機
関
一
体
と

な
り
、
取
り

組
ん
で
い
き

ま
す
。

９月せり市成績表

前回比
（％）

９６．７

１００．６

９９．８

平均
体重（�）
２６２

２８０

２７３

�単価
（円）

１，３５７

１，６２６

１，５２０

平均
価格（円）

３５５，６４５

４５５，８７６

４１４，６９１

最高
価格（円）

６０５，８５０

６０９，０００

６０９，０００

売却
（頭）

１９６

２８１

４７７

性別

メス

去勢

合計

全全全全全全全全全全全全全全全共共共共共共共共共共共共共共共長長長長長長長長長長長長長長長崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎県県県県県県県県県県県県県県県大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会ににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけ活活活活活活活活活活活活活活活気気気気気気気気気気気気気気気
－２０１１年９月せり市－

キキャャトトルルセセンンタターーでで
増増頭頭・・省省力力化化・・経経営営安安定定化化！！
―全共代表候補牛１７頭飼育―

購買者の求める
「五島産素牛」生産を
―長崎生まれ「長崎和牛」系統枝肉共励会―

キャトルセンターで徹底した飼育管理

銀賞に輝いた
五島産素牛

二
〇
一
一
年
九
月
せ
り
市

表彰を受ける小川博信さん

ごとう5



Ｊ
Ａ
三
井
楽
支
店
管
内
に
あ
る
五
島
市
立

浜
窄
小
学
校
（
五
島
市
三
井
楽
町
）
は
九
月

八
日
、
全
生
徒
十
五
名
が
校
内
に
あ
る
畑
に
ニ
ン
ジ
ン
、

ダ
イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
全
五
種
の
野
菜
の
種
ま
き
を

実
施
。地
元
農
家
の
吉
谷
豊
次
さ
ん（
五
島
市
三
井
楽
町
）

や
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
職
員
が
食
農
教
育
の
一
環
と
し
て
播
種

の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

種
ま
き
を
行
っ
た
児
童
は
「
種
っ
て
す
ご
く
小
さ
い
」

「
お
い
し
い
野
菜
が
で
き
る
よ
う
に
お
世
話
も
頑
張
る
」

と
笑
顔
で
す
。

こ
の
活
動
開
始
の
当

初
か
ら
指
導
を
行
っ
て

い
る
吉
谷
さ
ん
は
「
指

導
を
初
め
て
十
年
ほ
ど

に
な
る
。
子
ど
も
た
ち

は
土
を
触
る
こ
と
も
少

な
い
の
で
、
良
い
機
会
。

子
ど
も
の
時
の
こ
の
よ

う
な
体
験
は
大
切
だ
と

思
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
九
月

二
十
一
日
掲
載
）

九
月
六
日
、
五
島

市
港
公
園
で
第
九
回

年
金
友
の
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
。

大
会
に
は
十
六
チ
ー

ム
、
約
九
十
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

今
回
、
出
場
し
た

選
手
の
最
高
齢
者
は

奥
浦
支
部
奥
浦
チ
ー

ム
の
江
口
タ
ネ
さ
ん
九
十

二
歳
。
江
口
さ
ん
は
「
こ

の
大
会
に
出
場
で
き
て
幸

せ
で
す
。
皆
さ
ん
の
役
に

立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

▽
結
果
は
以
下
の
と
お
り
。

優
勝
：
白
寿
会
（
若
松
支

部
）準
優
勝
：
七
岳
会（
山

内
支
部
）
第
三
位
：
小
島

（
富
江
支
部
）
敢
闘
賞
：

高
田
会
（
本
山
支
部
）

（
日
本
農
業
新
聞
九
月
十

三
日
掲
載
）

九
月
十
日
、
Ｊ
Ａ
福
江
支
店
で
ス
マ
イ
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
大
会
を
開
催
。
大

瀬
良
真
紀
さ
ん
（
新
魚
目
支
店
）
が
最
優
秀
者
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
自
動
車
共
済
の
窓
口
対
応
に
お
け

る
提
案
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
更
な

る
向
上
と
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
意
識

高
揚
を
図
り
、「
ク
ル
マ
ス
タ
ー
」
の
提
供
を
通

じ
て
Ｃ
Ｓ
（
利
用
者
満
足
度
）
の
向
上
を
目
的
に

実
施
。

共
済
部
の
小
賀
半
四
郎
部
長
は
「
日
頃
の
応
対

を
振
り
返
る
良
い
機

会
。
今
回
の
評
価
を

真
摯
に
受
け
止
め
、

今
後
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
九

月
二
十
日
掲
載
）

あい あい

和和和和和和和和和和和気気気気気気気気気気気藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹藹とととととととととととプププププププププププレレレレレレレレレレレーーーーーーーーーーー
－第９回年金友の会ゲートボール大会－

更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更更ななななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるススススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッププププププププププププププププププププププをををををををををををををををををををををを
－スマイルサポーターロールプレイング大会－

大大大きききくくくなななっっってててねねね
－浜窄小学校 野菜の種まき－

指導を行う吉谷さん（右）

みねわき たつろう

年金友の会会長 峯脇 達郎
今年度、年金友の会会長に就
任致しました。老人会などに
も呼びかけ、会員の増加や会
員同士の交流に力を入れてい
きたいと思います。宜しくお
願い致します。

最
優
秀
者
に
輝
い
た

大
瀬
良
真
紀
さ
ん（
新
魚
目
支
店
）

最年長参加者
江口タネさん（９２）

おいしい野菜ができますように

優勝した白寿会チーム（若松支部）

ロールプレイの様子

ごとう 6



管
内
で
は
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
生
育
が
順
調
。

栽
培
面
積
拡
大
で
収
量
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

管
内
の
二
〇
一
一
年
産
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は

昨
年
よ
り
も
二
一
�
拡
大
の
九
四
六
�
の
作
付
面

積
。
出
荷
量
も
一
三
八
�
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
、
十
月
中
旬
か

ら
収
穫
・
出
荷
を
行
う
予
定
。
十
一
月
中
旬
か
ら

十
二
月
中
旬
に
出
荷
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見
込
み
で

す
。ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
栽
培
農
家
の
園
山
吉
弥
さ

ん
（
五
島
市
吉
田

町
）
は
「
化
学
農
薬

の
使
用
を
最
小
限
に

と
ど
め
、
生
物
農
薬

な
ど
を
う
ま
く
活
用

す
る
こ
と
で
安
心
・

安
全
な
ス
ナ
ッ
プ
を

作
る
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

管
内
で
は
二
〇
一
一
年
産
抑
制
イ
ン
ゲ
ン
の
生

育
が
順
調
。
管
内
の
本
年
産
抑
制
イ
ン
ゲ
ン
は
五

一
〇
�
の
作
付
面
積
で
出
荷
量
五
五
�
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

今
後
も
順
調
に
生
育
が
進
め
ば
十
月
上
旬
か
ら

収
穫
・
出
荷
を
行
う
予
定
で
、
十
月
下
旬
か
ら
十

一
月
上
旬
に
か
け
て
出
荷
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見
込

み
で
す
。

イ
ン
ゲ
ン
栽
培
農
家
の
山
下
富
雄
さ
ん
・
奈
留

子
さ
ん
夫
妻
（
五
島
市
下
崎
山
町
）
は
「
最
近
は

雨
が
少
な
い
の
で
水
や
り
を
小
ま
め
に
行
っ
て
い

る
。
徹
底
し
た
防
除
で
皆
さ
ん
か
ら
喜
ば
れ
る
質

の
高
い
イ
ン
ゲ
ン
を
作
り
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

九
月
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
福
江
支
店
で
Ｊ
Ａ
共
済

小
・
中
学
生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
を
実
施
。

今
年
度
は
小
学
校
三
十
三
校
、
中
学
校
十
八
校
が

作
品
を
出
品
。
半
紙
三
、
七
九
九
点
、
条
幅
二
三

三
点
の
計
四
、
〇
三
二
点
の
作
品

が
集
ま
り
ま
し
た
。

選
考
を
終
え
た
審
査
員
は
「
素

晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
、
選
考
に

も
力
が
入
っ
た
。
書
道
を
た
だ

〝
字
が
上
手
に
な
る
よ
う
に
〞
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
手
書
き
の
良

さ
を
感
じ
る
こ
と
で
心
も
一
緒
に

育
ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

全
農
長
崎
県
本
部
は
九
月
十
一
日
、

Ｊ
Ａ
な
が
さ
き
西
海
の
宮
給
油
所
で
第

三
十
五
回
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス

競
技
会
を
開
催
。
Ｊ
Ａ
ご
と
う
か
ら
は

三
名
が
出
場
し
、
日
頃
の
ス
キ
ル
を
披

露
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
経
済
担
当
者
は
「
入
賞

に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
他
Ｊ
Ａ

の
応
対
な
ど
を
見
て
勉
強
に
な
っ

た
と
思
う
。
今
後
の
接
客
や
サ
ー

ビ
ス
充
実
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
ご
と
う
出
場
者
は
以
下
の

と
お
り
：
氏
名
（
所
属
）

▽
増
田
哲
（
西
部
Ｓ
Ｓ
）
▽
近
藤

陽
亮
（
Ｓ
Ｓ
本
店
）
▽
谷
合
弘
之

（
富
江
Ｓ
Ｓ
）

力力作作 勢勢揃揃いい
－－書書道道ココンンククーールル－－

前年よりも面積拡大
－スナップエンドウ生育順調－

１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００月月月月月月月月月月月月月月上上上上上上上上上上上上上上旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬旬かかかかかかかかかかかかかからららららららららららららら出出出出出出出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷ススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトト
－抑制インゲン生育順調－

ササーービビスス充充実実にに
つつななげげるる

－－ドドラライイブブウウェェイイ
ササーービビスス競競技技会会－－

圃場で作業を行う山下富雄さん・奈留子さん

圃
場
で
作
業
を
行
う
園
山
吉
弥
さ
ん

議論を交わす審査員
出場した３名

左から増田さん、近藤さん、谷合さん

２０１１年産スナップエンドウ

２０１１年産抑制インゲン

ごとう7



……………………………………………………………………………………………………………………

Ｊ
Ａ
富
江
支
店
管
内
に
あ
る
五

島
市
立
盈
進
小
学
校
は
九
月
七
日
、

そ
ば
の
種
ま
き
を
実
施
。
同
校
の

五
・
六
年
生
十
六
名
と
同
Ｊ
Ａ
青
年
部
富
江
支

部
が
学
校
隣
の
畑
に
約
十
五
�
の
そ
ば
の
種
を

播
き
ま
し
た
。

種
ま
き
後
は
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
土
を
か

ぶ
せ
、
水
ま
き
も
行
い
ま
し
た
。
ト
ラ
ク
タ
ー

に
乗
っ
た
児
童
は
「
タ
イ
ヤ
も
大
き
い
」「
す

ご
く
力
が
あ
り
そ
う
」
と
笑
顔
で
す
。

同
校
の
牧
野
邦
英
校
長
は
「
一
連
の
体
験
を

通
し
て
地
域
の
伝
統
文
化
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
農
家
の

方
の
苦
労
や
食

べ
物
の
大
切
さ

も
学
ん
で
欲
し

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

（
日
本
農
業
新

聞
九
月
十
七
日

掲
載
）

青
年
部
は

九
月
二
日
、

五
島
市
中
央

公
園
で
青
年

部
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

を
開
催
。
六

チ
ー
ム
約
七

〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

同
大
会
で
は

本
山
支
部
が

優
勝
、
三
井
楽
支
部
が
準
優
勝
。

九
月
三
十
日
・
十
月
一
日
の
両
日
に

長
崎
県
諫
早
市
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
三
年
度
Ｊ

Ａ
長
崎
県
青
年
大
会
に
は
当
Ｊ
Ａ
代
表
と
し
て
崎
山

支
部
が
出
場
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
、
中
村
安
夫
青
年
部
長
は
「
部
員

同
士
の
親
睦
と
交

流
を
深
め
、
怪
我

な
く
楽
し
み
ま

し
ょ
う
」
と
話
し

ま
し
た
。

試
合
は
二
コ
ー

ト
の
リ
ー
グ
形
式

で
実
施
。
選
手
そ

れ
ぞ
れ
の
珍
プ

レ
ー
や
好
プ
レ
ー

が
見
ら
れ
る
中
、

寺
脇
政
善
さ
ん

（
本
山
支
部
）
が

最
優
秀
選
手
、
寺

坂
茂
幸
さ
ん
（
三

井
楽
支
部
）
が
優

秀
選
手
に
輝
き
ま

し
た
。

野
山
の
厳
し
い
自
然
の
中
で
生
存

し
て
い
る
野
生
の
動
物
は
旬
の
も
の

し
か
食
べ
な
い
の
が
普
通
。
量
も
た

く
さ
ん
あ
る
し
、
味
も
良
い
か
ら
で

す
。
畑
作
物
で
あ
れ
、
野
山
の
も
の

で
あ
れ
、
旬
の
も
の
に
は
生
き
る
力

を
強
く
す
る
成
分
が
豊
富
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
免
疫
力
や
自
然
治
癒
力

と
い
っ
た
病
気
を
予
防
す
る
パ
ワ
ー

も
、
旬
の
も
の
に
は
た
っ
ぷ
り
。

ス
ー
パ
ー
に
も
、
果
物
屋
さ
ん
の

店
頭
に
も
、
旬
の
フ
ル
ー
ツ
が
彩
り

も
に
ぎ
や
か
に
並
ん
で
い
ま
す
。
秋

は
果
物
の
季
節
。
そ
の
中
の
一
つ
が

ブ
ド
ウ
で
す
。

黒
い
ブ
ド
ウ
に
赤
い
ブ
ド
ウ
な
ど
、

は
ち
切
れ
そ
う
な
丸
々
と
し
た
ブ
ド

ウ
。
ブ
ド
ウ
と
い
え
ば
、
甲
州
（
山

梨
県
）
が
有
名
で
す
が
、
江
戸
時
代

の
初
期
に
ブ
ド
ウ
の
品
種
改
良
に
尽

力
し
た
の
が
、
旅
の
医
師
で
あ
る
長

田
徳
本
（
な
が
た
と
く
ほ
ん
）
と
い

う
伝
説
が
あ
り
ま
す
。

い
つ
も
牛
に
乗
り
、
薬
袋
を
首
に

掛
け
「
一
服
十
八
文
」
と
声
を
上
げ

な
が
ら
諸
国
を
巡
り
、
病
気
で
苦
し

む
人
た
ち
を
救
っ
た
人
物
と
し
て
有

名
。本
草
学（
薬
草
を
用
い
る
医
術
）

の
専
門
家
で
す
か
ら
、
ブ
ド
ウ
栽
培

法
の
知
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
思

議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
品
種
改
良
は

成
功
し
、
甘
い
ブ
ド
ウ
に
な
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
晩
年
は
現
在

の
長
野
県
岡
谷
市
で
悠
々
と
暮
ら
し
、

一
一
八
歳
ま
で
長
生
き
し
た
こ
と
で

有
名
で
す
。

ブ
ド
ウ
に
含
ま
れ
て
い
る
レ
ス
ベ

ラ
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
渋
味
の
も
と
に

な
っ
て
い
る
成
分
が
、
世
界
的
に
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ワ
イ
ン
な
ど

に
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
（
抗
酸
化
成
分
）
の
一
種
で
、

強
い
抗
酸
化
作
用
が
あ
り
、
長
寿
遺

伝
子
を
オ
ン
に
す
る
作
用
で
脚
光
を

浴
び
て
い
る
の
で
す
。

最
近
、
あ
る
テ
レ
ビ
局
が
放
送
し
、

大
変
話
題
に
な
っ
た
ば
か
り
。
医
師

の
徳
本
は
、
ブ
ド
ウ
を
頻
繁
に
口
に

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
の
長
寿

遺
伝
子
を
オ
ン
に
し
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
ん
な
こ
と
を
話
題
に
し
な
が
ら

ブ
ド
ウ
を
味
わ
っ
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
ブ
ド
ウ
の
力
を
生
か
す

に
は
、
皮
ご
と
食
べ
る
の
が
よ
い
で

し
ょ
う
。
疲
労
回
復
に
も
効
果
的
で

す
。

トラクターにも乗ったよ
－盈進小学校 そばの種まき－

崎山支部が県大会へ
－青年部親睦ソフトボール大会－

皆
で
仲
良
く
一
〇
〇
歳
食

ブ
ド
ウ
の
新
し
い
長
寿
効
果

■
食
文
化
史
研
究
家

永
山

久
夫

青年部の活動

種
を
ま
く
児
童

試
合
に
熱
中
す
る
選
手

白熱した試合が繰り広げられました

トラクターって力持ち！

ごとう 8



……………………………………………………………………………………………………………………

女
性
部
は
九
月
十
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
初
の
消
費
者
交
流

会
を
開
催
。
部
員
や
一
般
消

費
者
を
含
め
た
約
二
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

女
性
部
は
部
内
の
活
動
に
留
ま
ら
ず
地

域
へ
の
発
信
活
動
に
取
り
組
も
う
と
直
売

所
を
利
用
し
て
い
る
一
般
消
費
者
へ
呼
び

か
け
、
五
島
の
特
産
品
を
活
か
し
た
物
作

り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
ゴ
ー
ヤ
の
佃
煮
」
と
「
キ
ュ

ウ
リ
の
佃
煮
」
に
挑
戦
。
参
加
者
は
「
こ

ん
な
食
べ
方
が
あ
る
な
ん
て
思
わ
な
か
っ

た
」「
保
存
も
き
く
の
で
良
い
常
備
菜
」

と
笑
顔
で
す
。

女
性
部
の
橋
下
繁
子
部
長
は
「
地
元
五

島
産
の
食
材

を
使
用
す
る

こ
と
で
食
に

関
心
を
持
っ

て

頂

き
、

〝
よ
い
食
〞

を
通
し
て
元

気
な
体
づ
く

り
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い

た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は

九
月
十
七
日
、
さ
ん
さ
ん
富

江
キ
ャ
ン
プ
村
で
親
子
の
つ

ど
い
を
実
施
。
イ
ベ
ン
ト
に

は
約
二
十
五
名
が
参
加
し
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
畑
か
ら
持
ち
寄
っ
た
野
菜
や
地
元
五

島
の
ブ
ラ
ン
ド
五
島
牛
・
五
島
豚
を
使
用
。

今
回
は
事
前
に
役
員
が
集
ま
り
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
用
た
れ
作
り
も
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
は
女
性
部
こ

だ
わ
り
の
た
れ
に

箸
も
す
す
ん
で
い

た
よ
う
で
す
。

五
島
の
味
を
堪

能
し
た
参
加
者
は

「
や
っ
ぱ
り
地
元

の
野
菜
や
肉
は
お

い
し
い
」
と
笑
顔

で
し
た
。

（
日
本
農
業
新
聞

九
月
二
十
二
日
掲

載
）

栗 …………………………１５０�
鶏もも肉 …………………２００�

Ａ しょうゆ……大さじ１／２
酒……………大さじ１／２

シメジ …１／２パック（５０�）
ショウガ ……小１かけ（５�）
サラダ油…………大さじ１／２
水…………………カップ１

Ｂ 砂糖…………大さじ１／２
しょうゆ…………大さじ１
酒…………………大さじ１

� 栗は熱湯に２０分くらい漬けます。鬼皮と
渋皮をむき、水にさらします。

� 肉は一口大に切って、Ａをまぶし、１０分
ほど置きます

� シメジは小房に分けます。ショウガは皮
をこそげ、薄切りにします。

� 鍋に油を熱してショウガを入れ、�の汁
気を拭いて加え、炒めます。Ｂ、�、シ
メジを入れて、煮立ったらアクを取り、
ふたをずらして載せます。２０～２５分、中
火で煮ます。

栗は炭水化物が多く、糖の代謝を助けるビタミンＢ１、
Ｂ２、ナイアシンも含まれるので、効率良くエネルギー
補給できます。さらに、栗のビタミンＣはでんぷん質
に包まれているため、加熱しても損失が少なく、高い
美容効果や免疫力アップの効果もあります。
皮をむくコツは、熱湯に２０分ほど漬けておくこと。

そうすることで鬼皮がやわらかくなり、むきやすくな
ります。底面を少し切り落とし、先端に向かって鬼皮
を渋皮と一緒にむきます。ゆでるときは皮ごと熱湯で
約３０分加熱します。半分に割ってそのまま食べたり、

スプーンなどで実を取り出し、つぶしてペーストにす
るとお菓子にも使えます。
選ぶときは、つやがあり、実に重みがあるものを。

鬼皮に穴が開いているものや白い粒がついているもの
は虫食いなので避けます。むき栗に比べ、鬼皮が付い
ている方が鮮度は保たれますが、室温に置いたままに
すると虫が湧きやすいので、冷蔵庫のチルド室に保存
し、なるべく早めに加熱します。ゆでたり蒸したもの
は冷凍保存できます。

部員と消費者の交流深める
－消費者のつどい－

やっぱり地元産が１番！
－フレッシュミズ部会 親子のつどい－

栗

RECIPE

ほっこりおいしい、秋の味覚

材料（２人分）

作り方

女性部の活動

調
理
を
行
う
参
加
者

地元野菜が盛りだくさん！

（１人分３３５kcal）

調理時間

４５分
栗と鶏肉の煮物

バーベキューに大満足で記念写真

消費者と女性部の初の交流会

ごとう9



産直市場�

直送便�

五五島島高高校校吹吹奏奏楽楽部部
のの楽楽ししいい演演奏奏！！

ガガララポポンン抽抽選選会会

店店内内ももたたくくささんんののおお客客ささんんでで賑賑わわいいままししたた

９月２３・２４・２５日の３日間、産直市場 五島がうまいでは
秋の収穫感謝祭を実施。旬の野菜や果物が盛りだくさん！
他にも五島高校吹奏楽部・福江少年少女合唱団・五島海陽
高校吹奏楽部による歌や演奏、ビンゴゲームやふるまい豚
汁などのイベントもあり、たくさんの人で賑わいました。

女女性性部部にによよるるふふるる
ままいい豚豚汁汁福福江江少少年年少少女女合合唱唱

団団にによよるるココーーララスス

農農家家がが心心をを込込めめてて育育ててたた野野菜菜がが並並びびまますす

秋秋のの味味覚覚がが当当たたるるビビンンゴゴゲゲーー
ムム

今今がが旬旬！！がが盛盛りりだだくくささんん

ごとう 10



…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

で みち よし こ

崎山支部 出道 淑子さん

入院したことにより、タバコ

作りを辞めたことで何をして再

出発しようか？いろんな事を考

えました。そんな時、直売所が出

来ると聞き、野菜作りにかけることを決意しました。

普段から自分の食べるものは作っていたので、そ

れを活かして安全・新鮮をモットーに品数を多く出

荷しています。楽しみながら明るく毎朝とどけてい

ます。

「五島がうまい」オープンよ

り春キャベツ・タマネギ・トウ

モロコシ・枝豆・キュウリ・ナ

ス・ピーマン・カボチャなどい

ろいろ出荷しています。

野菜作りは天気に左右され大変なときもあります

が、頑張っただけ返ってくるので楽しいし、おもし

ろいですね。今は冬野菜の準備で忙しいですが、安

心で安全、新鮮な野菜作りに頑張っています。

出荷がスタート！
「五島ルビー」は糖度が
高く、酸味が少ないトマ
トです。輝くような鮮紅

色で、皮までおいしく
食べることができるの
が特徴。
ぜひ、ご賞味くださ
い！

こんなときに
「農援隊」をご活用ください！

土地はあるけど、開拓する時間がない。

新しい品目に挑戦したいけど
手いっぱいで取り組むことができない。

怪我をして、思うように仕事ができない。

作付面積を拡大したいけど、
人手が足りない。

具体的な作業内容は…
・荒地の復元・圃場の整備・牧草の刈取り
・収穫の手伝い・牛舎の掃除・ワイヤーメッ
シュの取付け（イノシシ・シカ用）など
「農援隊」に現在、そしてこれからの
農業を支える力としての活躍の場をご
提供ください！

◆農援隊とは？◆
農協等民間団体が設置した、離職者や就農希

望者からなる組織が「農援隊」です。
労力不足が原因で規模拡大や新規品目導入な

どに踏み切れない認定農業等のなかで一定の要
件を満たす方に対し、隊員による農作業支援を
展開し、農業経営の改善を促進することが目的
です。
また、農援隊員には農作業支援活動を通じ、

農業技術の習得だけでなく、先進農家の経営戦
略や考え方に直に触れることで、実践力の高い
新規就農者としての育成を図ります。
※農援隊は今年度（平成２３年度）までの事業と
なっています。

お問い合わせは…
【上地区】ＪＡごとう上五島支店 営農課

０９５９‐５２‐２０７７
【下地区】ＪＡごとう本店 農産園芸部 農政組織課

０９５９‐７２‐６２１４

Ａコープ浦桑店
出荷者募集中！
地元産をおいしく食べて地産地消！

地場産品コーナーに
あなたの農作物を出荷してみませんか？
五島産農産物なら少量でもOK！
出荷品目など、お問い合わせは…

ＪＡごとうＡコープ浦桑店 ０９５９‐５４‐２５００
ＪＡごとう上五島支店 ０９５９‐５２‐２０７７

なか お ひろあき

福江支部 中尾 宏昭さん
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産直市場�

与那国島・石垣島

与那国島・西表島・石垣島

編
集
後
記

旅旅行行セセンンタターーかかららのの
おお知知ららせせ

住所：〒８５３‐００４１ 五島市籠渕町２４５０‐１
電話：０９５９‐８８‐９９３３
FAX：０９５９‐８８‐９９２２
営業時間：９時～１９時
※農家レストランは１０時３０分～１５時（予約については別途）
※土日・祝日限定バイキング １１時～１５時・１７時～２０時
料金は昼・大人：１，０００円 子ども：５００円（小学生以下）

夜・大人：１，３００円 子ども：６００円（小学生以下）
定休日：毎月第１・第３月曜日（祝日の場合は営業、振替なし）

「
秋
き
ぬ
と
目
に
は
さ
や
か

に
見
え
ね
ど
も

風
の
音
に
ぞ

驚
か
れ
ぬ
る
」

紹
介
し
た
の
は
私
が
学
生
時

代
に
習
っ
た
短
歌
。「
秋
が
来

た
と
は
っ
き
り
と
目
に
は
見
え

な
い
け
れ
ど
、
風
の
音
で
秋
が

来
た
ん
だ
と
は
っ
と
気
づ
い

た
」
と
い
っ
た
感
じ
で
し
ょ
う

か
。近

頃
、
朝
晩
は
肌
寒
さ
か
ら

秋
の
訪
れ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
学
生
時
代
、
三
一
音

と
い
う
短
い
音
の
中
で
、
爽
や

か
な
秋
の
訪
れ
を
表
現
し
た
作

者
は
す
ご
い
な
ぁ
と
思
っ
た
の

を
思
い
出
し
ま
し
た
。

芸
術
の
秋
、
食
欲
の
秋
、
ス

ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
ろ
ん
な
秋
が

あ
り
ま
す
が
、
私
の
今
年
の
秋

は
�
読
書
の
秋
�
に
し
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

広
報
誌
や
新
聞
記
事
な
ど
で

言
葉
を
扱
う
者
と
し
て
、
い
ろ

ん
な
言
葉
や
表
現
を
見
つ
け
た

い
と
思
い
ま
す
。（

田
上

幸
菜
）

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう�６８ ●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部総務課 〒853-0041 五島市籠渕町2450番地1 �0959-72-6211

●http://www.ja-goto.or.jp ●印刷／（株）昭和堂

【本店】
〒８５３‐００４１ 長崎県五島市籠淵町２４５０

TEL０９５９（７２）８２１１ FAX０９５９（７４）５２６６

【上ごとう支店】
〒８５７‐４４０４ 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷３５５‐７

TEL０９５９（５２）２７２２ FAX０９５９（４３）１９５５

麗 宝 展
日時 １０月２９日�１０時～１８時

１０月３０日�１０時～１７時
場所 ＪＡごとう本店２階 特設会場
お問い合わせは…

ＪＡごとう経済部 ０９５９（７２）６５８５
またはＪＡごとう各支店・出張所まで

与与那那国国島島・・石石垣垣島島
実 施 日…平成２４年

２月１４日�～１７日�
申込締切日…平成２４年１月１７日�

与与那那国国島島・・西西表表島島・・石石垣垣島島
実 施 日…平成２４年

２月１４日�～１７日�
申込締切日…平成２４年１月１７日�

お問い合わせは…
ＪＡごとう旅行センター
０９５９（７２）６２１１まで

４日間

４日間


